
 

 履修について 
 

◆履修登録について◆ 

授業を履修しようとする場合は、前期・通年科目は4月上旬～中旬に、後期科目は9月下旬～10月中

旬に、KULASISで履修登録が必要です。手続き等の詳細は別途掲示します。時間外学習時間の確保と

いう観点から、セメスターごとに履修登録できる科目数の上限がCAP制により定められています。希望す

る科目を受講することができなくなる場合もありますので、履修登録の際に必ず確認してください。履修登

録作業を行わないと授業に出席しても単位が認定されず、進級・卒業に多大な影響を及ぼします。自己

責任において必ず期間内に登録を完了してください。 
 

 

◆履修取消制度について◆ 

学生の申請により学期の途中に科目の履修登録を取り消す「履修取消制度」を導入しています。 

（1）取消手続きについて 

原則として、履修取消期間中に、KULASISにおいて履修取消を申請してください。 

（2）履修取消期間 

全学統一で履修取消期間を定めます。詳細な期間については学期ごとにお知らせします。 

（3）履修取消を認めない科目 

薬学部においては、薬学専門実習及び4回生以上配当科目 （特別実習を含む）は履修取消を認めません。 

（4）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、

特例として履修取消を認める場合があります。 

（5）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されている全ての科目を成績評価の対象とします。すなわち、受験しなかった試

験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された成績評価基準

に従って成績評価をおこないます。 

 

 

◆災害等に伴う休講等の措置等に関する取扱い◆ 

京都大学のホームページに掲載しています。 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/cli/canceled 

 

 

◆成績について◆ 

成績の確認・異議申立について 

前期科目は8月下旬に、後期及び通年科目は2月下旬に、KULASISで成績が確認できます。また、成

績確認期間において、当該期の採点結果について、次の場合に限り所定期間に異議を申し立てること

ができます。（手続等の詳細は別途掲示します。） 

 ①採点の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われるもの 

 ②シラバス等により周知している成績評価の方法等から明らかに疑義があるもの 

 

成績評価について 

成績表には、各科目とも素点（１００点満点評価）または合否を表示します。 

成績証明書には合格点以上の科目について素点を評語に変換し、表示します。素点から評語への変

換は以下の表に基づき、おこないます。 

    

 



 

在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

(在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の GP×当該科目の単位数)の総和 

 (当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録科目した科目の GP×当該科目の単位数)の総和 

当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

＜２０２０（令和２）年以降入学者の成績評価＞ 

授業科目等の成績評価は以下の３通りとする。 

① 素点（０点～１００点）による評価。すなわち、合格基準に相当する素点を６０点とし、１００点を満

点とする総合評価。６０点以上は合格を、５９点以下は不合格を意味する。 

② ６段階評価。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆ の５種類の評語を基本とし、それに加えてＡ＋の評語を設ける。

それぞれの評語の適用基準は下記のとおりである。 

素点 評

語 
区分 適 用 基 準 

96～100 A＋ 

合格基準に達し

ている。 

到達目標を達成し、傑出した成績である。／Outstanding 
85～95 A 到達目標を達成し、特に優れた成績である。／Excellent 
75～84 B 到達目標を達成し、優れた成績である。／Good 
65～74 C 到達目標を達成し、良好な成績である。／Fair 
60～64 D 到達目標を達成したことが認められる。／Marginal 
0～59 F 

合格基準に達し

ていない。 到達目標を達成したことが認められない。／Fail 

 

③ 2 段階評価。Ｐ（合格）、Ｆ（不合格）の２種類の評語による。それぞれの評語の適用基準は下記

のとおりである。 

評価 評語 区分 適 用 基 準 
合格 P 

合格基準に達し

ている。 到達目標を達成したことが認められる。／Pass 

不合格 F 
合格基準に達し

ていない。 到達目標を達成したことが認められない。／Fail 

 

 

◆ＧＰＡ制度について◆ 

学生の自律的な学修の促進及び学生に対する学修指導等に活用することを目的として、GPA（Grade  

Point Average）制度を導入しています。 

 

（1）成績評価と GP（Grade Point）の対応 

  成績表は下表に基づき GP に変換します。 

評語 A+ A B C D Ｆ 

GP 4.3 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0 

（2）GPA に算入する科目 

  薬学部においては、成績証明書に 6 段階評価（A+～Ｆ）が付される科目（他学部・教職科目を除く）を 

GPA に算入します。また、同一科目を複数回履修した場合､薬学部においては正規単位のみ GPA に

参入します。ただし、当該科目に正規単位が存在しない場合（すべて不合格だった場合）は、最初に履

修した科目の成績（不合格：GP=0）を GPA に算入します。 

（3）GPA の種別 

本学在学中の全期間における学修の成果を示す指標として「累積 GPA」を、当該学期における学修 

成果を示す指標として「学期 GPA」を算出します。 

 （GPA は小数点第二位まで表示。小数点以下第二位未満の端数があるときは、小数点以下第三位の値を四捨五入す

る。） 

         

累積 GPA ＝  

 

         

学期 GPA ＝ 

 



 

（4）GPA の表示 

成績表には、不合格となった科目も含めた全ての履修単位に係る成績、「学期 GPA」及び「累積 GPA」 

を記載します。成績証明書には、修得した科目の成績のみを記載し、原則として GPA は記載しません。 

ただし、特に必要がある場合に限り、累積 GPA ならびに在学全期間において GPA 算入科目のうち履

修登録した科目の総単位数を記載した成績証明書を学生の所属学部教務担当窓口において発行しま

す。（証明書自動発行機では発行されません。） 

 

 

◆大学院共通科目群・大学院横断教育科目群の受講について◆ 

薬学研究科では大学院共通科目群・大学院横断教育科目群のうち、以下の科目の受講を推奨します。履

修希望者は KULASIS で履修登録のうえ、修了に必要な単位への読み替えを希望する場合は、履修登録後

教務掛に修了要件認定願をご提出ください。様式は KULASIS へ掲示いたします。 

 

区 分 科 目 名 

大学院共通科目群 研究倫理・研究公正（理工系） 

研究倫理・研究公正（生命系） 

アントレプレナーシップ入門 

学術研究のための情報リテラシー基礎 

データ科学：理論から実用へ 

大学院生のための英語プレゼンテーション 

大学院横断教育科目群 生理化学概論  

グローバルヘルス通論 

 

  

 


